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巨 茨目とは何か   
天目とは鎌倉時代（1186－1392）に日本の禅僧が薪江省天目山の禅寺に留学し、持ち帰った茶碗のこ  





London Newsに発表し、はじめて天目茶碗の産地が明らかになったのである1）。   
小山富士夫2）によれば、いわゆる天目茶碗以外にも、（1）形が天目茶碗に似ているが色は異なるも  
の、（2）形は異なるが、軸は黒いものなど、天日という語ば広く解釈されて使われているとのことで  




南天日、稲葉天日などである。曜変東目もその一つである。   
なお、天目という語が日本の文献に現われるのは今のところ建武二年（1335）だと言われている3）。  





ここかも知れない。   
プラマーは数百の茶碗の破片と若干のほぼ完全な茶碗を採集して上海へ帰り、その調査記を  
Illustrated London Newsのi935年10月26日の5036号に発表した。これによって天目茶碗の産地、建  
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4。票田軸⑳威鎗   
プラマーば第二次世界大戦後、占領軍絵指令部民間情報教育局の美術工芸、記念物を管理する課の  
三代目の課長として来日した。望年間の滞日中に小山富士表をはじめ多くの日本人と親しくなり、国  
内の窯貴地を詞べた5）。   
凌が小山に願った建蓋（建窯の茶碗）の一部を聾者がもらい、その紬と胎土を分析した。聾者自身  
も1956年プラマーが教授をしていたミンガン東学庵訪ぬ、彼の収集した天日を見せてもらい、また陶  




密旦 箪表敬片の鞄ならぴをこ胎土の成分  
鞄   胎 土   
二酸化鐘声（SiOヱ）   59．78％   67．43％   
酸化アルミニウム（Al皇0さ）   20．56   20．5也   
≡酸化二鉄（FezO8）率   6．18   8．13   
酸化チタン（TiO急）   0．65   1．09   
酸化かレシウム（C立0）   6．95   0．03   
酸化マグネシウム（MgO）   乞16   0．51   
酸化マソガン（MnO）   0．03   0．0＄   
酸化ナトリウム（因a已0）   0．90   0．06   
酸化カリウム（K20）   3．02   2．34   
五酸化ニリン（P乏Os）   痕跡   未定畳   
三酸化硫黄（SO8）   0．60   乗定畳   
合  計   1囲．83％   100．21％  
串銑ほ全部三酸化＝鮫として定盈した   





















2．0－3．O SiO2   
天目茶碗の破片の鞄では屈折率約1。53日のガラス質の申に教練な鉱物が認められるが、その詳細は  
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ってムライト、クリストバライトなどの鉱物が検出さ洗、1200～i300℃で焼成されたことが推定きれ  
るT）。  
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囲1；n ＝屈折率、d ＝薄膜の厚さ   
腱の屈折率を仮に軸の屈折率に近いL5 とす貌ば、靡の  








とよぶべきものである。   
大飾碗の斑点の色は光の干渉による色であり、斑点の厚きが薄いために光の干渉が起こるのである。  
静義堂などの3碗の斑点は厚いためにただ一様に黄白色を呈するのみで、干渉色を呈しないのであろ  
う。   
曜愛東冒の斑点と光彩についてほまだ不明の点が多いが、茶碗に全く触れずに、諸性質を測定する  





この点で豊の暦穿とは患な品ものであわ、老亀柴なが島国密貫目声上ぶニケはて不義ない〈 R二女の俺蓉7石＿  
自分の曜変天日と称するもの巷福建省博物館√㌔寄願した入があり、それも見たが、やばり露点のみで  
あって、青紫色の光彩は無く、曜変とはよべないものであった。  










は絶品であり、特に後者ほ米国フリア美術館の碗とともに世界の双壁というべきものである。   
聾者は筑波大学の中井泉らとともに連盟の油滴に似た斑点のある碗片の蛍光Ⅹ線による分析を行っ  
た川） 。それによると油滴の斑点の結晶はFe203 に近く、その周辺の黒色鞄の中の銑の酸化段階はこ  
れより低いFe30阜 に相当する結果が得られた。従来油滴天日の斑点は融解した軸の申で泡ができ、そ  
こに結晶すると言われて発た。上の結果はおそらくその説を支持するものであろう。泡の中は酸化性  
の気体が発生した状態になっていたと考えられる。  
7。その他の天日   
天日には曜変、油滴のような特殊な貴重なもののほかに、多くあるのは秀目 りギメ）とよばれる  
黒い地に黄色の筋が流れているものである。中国では鬼竃（兎の毛）、英語でもha陀9s furとよばれ  
ている。また近年建窯の窯址で、黒軸の上に人工的に白色の斑点をつけたシャコ斑とよばれる天日の  
破片が発見され、模造されている11）。シャコというのは中国南部に棲息する腹部の羽毛に白い斑点  
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